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2022（令和 4）年 2 月 28 日実施/RSE 勉強会の音声記録 

 

（武田代表） 

それでは初めさせていただきます。これまでに松本先生から情報をいただいた文化時報と

いう、これ田中さんが送ってくれたんですけれど、その中にも、文化時報ばかりじゃない

んですね、これ中央にも載っているんですね、そのまとめが載っているんですけれど今日

はですね、すさまじい大量のＡ４で８ページじゃなくて何と 80 ページにもなる大量の、こ

れはこれですごい重要で貴重な資料を田中先生からいただきました。ありがとうございま

した。それでは、1 時間 10 分から 1 時間半を目指してはじめて頂きたいと思います。どう

ぞ宜しくお願いいたします。 

 

（工藤先生） 

導入と自己紹介 

よろしくお願いいたします。エコイニシアティブの皆さまは環境問題のことを学ばれて

いるということで、SDGs とも重なる部分があって、すでにご存じのことも多いかもしれま

せん。ともあれ、前半は SDGs 全体の理念とか概要について、図表やイラストも参照しなが

ら少しスピーディーに説明させていただいて、後半は浄土宗という教団または一僧侶とし

て SDGs をどのように受け止めていくかということを主眼に置いてお話しを進めさせてい

ただきます。よろしくお付き合いをお願いいたします。 

私はいま浄土宗総合研究所というところに所属しておりまして、浄土宗の教学、布教、

法式（儀礼）の研究を三本柱として、さらに現代社会にかかわるさまざまな事象について、

浄土宗すなわち法然上人の立場からどのように考えられるか研究するのを仕事としていま

す。またそのようなことを提示するのが、弊研究所の基本的な機能です。教団附置研究所

ですから、なにか現代な問題があった場合にはその対応について考えるというシンクタン

ク的な機能があり、今回も浄土宗のある部局から「包括宗教法人浄土宗として、SDGs をど

う考えたらよいのか」という依頼がきて、今年の上半期はその委託研究を行っておりまし

た。 

 

SDGs とはなにか 

１．SDGs を巡る身近な動向 
SDGs は 2015 年に国連に採択されて、もう 5 年以上たちますのですでに社会常識化して

いて、最近はテレビなどでも非常に露出が多いですよね。浄土宗よりもむしろ他教団の方

がどんどん先を行っていて、主要な宗教団体はすでにこの SDGs を前面に出して活動に取り
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組んでいます。政府や民間企業だけでなくて、社会や地域の一員として活動する教団も公

益性という観点から SDGs というのは重要な内容で、今後も SDGs についてどのようなスタ

ンスで臨んでいるかという点が問われていくことになると思います。 

浄土宗の立場としては、後ほどいろいろと解説していきたいと思うのですが、法然上人

の教えは、阿弥陀仏という仏さまがすべての人たちを救って極楽浄土へ連れていって下さ

るというものですが、それが SDGs の旗印ともなっている「だれひとり取り残さない」すな

わち「すべての人を救うのだ」という標語と非常に親和性が高く、さらに浄土宗の教団ス

ローガンである「21 世紀劈頭宣言」、また開宗 850 年事業のキャッチコピーである「お念仏

から始まる幸せ」との兼ね合いがどうかという点について検討する研究会を今年度の前半

期に行っておりました。 

教団内の学術研究会というところで発表したところ、私たちが思っているよりも以上に、

中外日報をはじめとする宗教系メディアの注目が大きくて、新聞の 1 面にすごく大きくカ

ラーで取り上げられびっくりするようなこともありました（中外日報 2021 年 9 月 15 日 1

面）。これが 9 月ぐらいのことで、その後あらためて文面にもしたため直してほしいという

依頼があって、同じく中外日報の論のコーナーに「SDGs 導入をめぐる是非―浄土宗のケー

ス」を寄稿しました（中外日報 2021 年 11 月 12 日 7 面）。まったく同内容の記事がインタ

ーネット上にも掲載されております（https://www.chugainippoh.co.jp/article/ron-kikou/r

on/20211112-001.html）。 

また、つい最近ですが2022年 2月初旬に浄土宗総本山の知恩院で教化高等講習会がSDGs

をテーマにして行われました。その様子が、文化時報という宗教系メディアの記事でかな

り大きく取り上げられています（文化時報 2022 年 2 月 22 日 2 面、4 面）。 

 

２．SDGs は国連が採択した国際社会共通の開発目標 

それではここから SDGs の理念ということについて、少しずつお話しをしていきたいと思

います。皆さんも、SDGs というのを耳では聞いたことがあると思います。ここに訳文が出

ていて、これは外務省のホームページから取ってきた SDGs のパンフレットです。 

 

https://www.chugainippoh.co.jp/article/ron-kikou/ron/20211112-001.html
https://www.chugainippoh.co.jp/article/ron-kikou/ron/20211112-001.html


 3 / 29 

 

 

 

日本ですと、外務省が世界との窓口的な役割ですので、国連で採択された SDGs について

も担当する領域になるわけです。少し拡大したのがこれです。 
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SDGs は、「Sustainable Development Goals」という言葉の頭のアルファベットをとってい

る略語なわけです。意味は「持続可能な開発目標」です。先ほど旗印と申し上げた「だれ

ひとり取り残さない」すなわち「Leave no one behind」を目標に掲げて頑張っていきまし

ょうというものです。2030 年を期限として 17 のゴールと 169 のターゲットの達成を目指す

という建付けで構成されています。SDGs 全体の構想としては、パンフレットにもあるよう

に「社会」と「経済」と「環境」という 3 つの柱があります。エコイニシアティブの皆さ

んとしては、環境面にとくに強い関心があるのかと思いますが、そこにプラスして社会と

経済ということになるかと思います。 

 

３．持続可能な発展へ―SDGs の成り立ち 

実は SDGs もいきなり始まったわけではなく、その前身として MDGs（Millennium 

Development Goals）というのがあったということも説明されています。もともと MDGs は、

発展途上国向けの開発目標でしたが、途上国だけを対象にしているのはおかしいというこ

とになって、先進国も含めて一緒でやっていきましょう、ということになりました。 

 

 

 

また、弱い立場にある人にも焦点を当てようという「人間の安全保障」という考え方と

「だれひとり取り残さない」という SDGs の理念もおおよそ一致したスタンスといえるでし

ょう。このような取り組みをすすめているものの、2019 年の段階では、あるべき目標値は

まだ達成できていない、ここ 10 年が正念場だと、国連のグテーレス事務総長が発言されて
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います。なおかつ、2020 年からはご存じのとおり新型コロナウイルス感染症が流行って、

より達成が難しくなっているという状況下での「行動の 10 年」となります。 

 

４．ゴール、ターゲット、インディケーターの三層構造 

 

 

SDGs というと大体この 17 のアイコンがよく目に入るかと思います。先ほども言ったよ

うに環境と社会と経済の 3 つの観点から、持続可能な開発というのを考えていきましょう、

というのが SDGs の立場であります。また、SDGs に求められる 5 つの主要原則として、①

普遍性、②包摂性、③参画型、④統合、⑤透明性と説明責任といったポイントが挙げられ

ていますが、そういう現代的な視点をもとに練り上げられたものと言うことができます。 

国連の定義では「持続可能な開発」とは「将来の世代のニーズに応える能力を損ねるこ

となく現代の世代のニーズを満たす開発」となります。要するに自分たちの後の世代の人

たち、子供とか孫とかそういった未来の世代の人たちを念頭に入れて、それが同じ地球を

土台しているわけですから、そのことをふまえた開発や経済活動が求められているという

ことです。 

次に 17 のアイコンですが、これを 1 個ずつ説明していくとそれだけで時間が終わってし

まうので、概略や構造を見てゆきたいと思います。 
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構造上の工夫としてまずゴール（意欲目標）があって、その下にターゲット（行動目標）、

さらにもう少し具体的なインディケーター（評価指標）があります。17 の目標ひとつひと

つに対して大体 10 個ずつぐらい具体的な目標があって、さらにそれが達成されているかど

うか数値目標化して測るというのが SDGs の大事なポイントだと思います。 
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たとえば第 1 目標の「貧困をなくそう」にはターゲット（行動目標）があって、そこに

2030 年までに 1 日 1.25 ドル未満で生活する人々と定義されている極度の貧困、あらゆる場

所でそれを終わらせる、という具体的な内容が書いてあって、さらに指標目標として、国

際的な貧困ラインを下回って生活している人々の割合などを挙げている。これは非常に大

事なポイントかなと思います。 

 

５．環境・社会・経済の三分野―ゴールの類別化 

環境問題、社会問題、経済問題があるうちの、とくに環境問題というところに関して、

プラネタリー・バウンダリー（人類が生存できる安全な活動領域とその限界点を定義する

概念）と言うそうですが、地球の中の自然の資源に関しては有限であり、そのリスクがど

のぐらいがあるかということが示されています。やはり気候変動問題であるとか、生物種

の絶滅のスピードであるとか、カーボンニュートラルであるとか、そうしたところリスク

は高いということになります。 

これを解決しなければ、次の世代に地球という土台、遺産を引き継げないということが

徐々に共有されていって、いずれ世界は立ちゆかなくなると言われるようになって、その

ような情勢の中で、「持続可能な開発」すなわち「SDGs」という概念が立ち上がってくるわ

けです。ですので、よく言われるのは SDGs には「ウエディングケーキ・モデル」と呼ばれ
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る構造があって、SDGs の開発目標を 17 個並列ではなくて、これを類別化して区分けした

ものがこれです。 

 
SDGs と企業経営（１）SDGｓとは何か｜コンサルティングメディア（https://www.caconsul.co.jp/media/2019/06/03/8） 

 

このように経済・社会・環境という三分野の中で土台となるのが、実は環境というわけ

です。環境の問題を解決しなければ結局、経済と社会の問題をいくらやっても地球という

土台自体が崩れてしまう。そうしたらどうにもならないじゃないかということです。一方、

環境問題の解決というのは難しくて、すごく手を出しづらいですよね。さきほどの MDGs

で対象となっていた途上国などは自国の発展が第一ですから、そのような配慮はなかなか

困難ですよね。ですから、まずは先進国が牽引役になって、地球環境という土台をしっか

り守ってゆきましょうよと。 

 

６.ゴールの相互関係とマルチベネフィット 

また、先ほど最後の17 番目のパートナーシップというところにポイントがあるのですが、

実は SDGs に示されるさまざまな問題というのは、例えば 12 番目の「作る責任・使う責任」

というのを 1 つ達成しようと思ったならば、相互に関連する他の SDGs の課題とも全部つな

がってくるということです。 

たとえば、食品ロスとかを削減しようというときには、食品ロスという一つの問題だけ

ではなくて、飢餓の問題やパートナーシップの問題などいろいろな課題と組み合わせて進

https://www.caconsul.co.jp/media/2019/06/03/8
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めてゆかなければ解決できません。そのような視点を持つことが SDGs のポイントで、複数

のゴールを同時解決していくという「マルチベネフィット」という考え方です。 

 

 

 

コロナ問題もそうで、貧困、飢餓、健康、水、気候変動、平和、まちづくり、経済成長、

エネルギー、ジェンダー、教育、不平等など本当にさまざまな問題を同時に対処しなけれ

ば、コロナ問題って解決しませんよね。全部つながっている、という考え方です。仏教で

いえば「縁起」の教えのように、あらゆるものは繋がっているという考え方と紐付いてい

くというかところもあり、そういう世界観の構造を大前提として考えられたものだと思い

ます。 
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これがちょうど今までの内容をまとめたようなスライドで、外務省で作ったものです。

日本国内の取り組みは、とくに内閣府、つまり政府主導で国内の取り組みがどんな風に進

められているか分かるということですね。 
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７．SDGs 推進に向けた実施体制づくり 

内閣を中心に SDGs 推進本部を立ち上げて大号令を出して進めていっております。政府の

お墨付きをつけたうえで「SDGs アクションプラン」というのを作って、自治体と協力しな

がら推し進めていくということです。例えば、「ジャパン SDGs アワード」を創設して、SDGs

の活動に見合うような企業活動を表彰したり、そういうことをやっているわけですね。 

一方、民間企業としては、SDGs と併せてよく耳にするのは ESG 投資です。E はエンバイ

ロンメントの環境、Ｓがソーシャルの社会、G がガバナンスの企業統治です。これがしっか

り整えられていて、例えば環境破壊を行わないような、社会的な責任を負っている会社で

あるか、ということが問われていて、そのような会社にこそ投資をされるべきだと、そう

いう基準になっているわけです。したがって、ESG 投資と SDGs というのと、同じ方向性を

向いていて、とくに日本では両者を重ね合わせながら理解されていると思います。 

実のところ、SDGs というのは、それに従わなかったところで、直接的なペナルティーや

法的拘束力はないのですが、まったく取り組んでいないと投資も集まりにくくなり、ビジ
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ネスとしてもうまく立ち行かなくなっていくよ、というのが今の流れになっております。 

 

では企業としては、SDGs を活用することにどんなメリットがあるかというと、企業のイ

メージの向上、多様性に富んだ人材がいる、そういったことをアピールすることになりま

す。SDG に取り組んでいるというイメージが、企業としてポジティブな評価も生むという

ことになりますし、それが生存戦略にもなってゆく。さらに SDGs を通じて、新しい事業企

画が練られて、そこからイノベーションであるとかパートナーシップでどこかと連携しよ

うか、何か新しいことやってみようとか、そういったことが生まれてくる可能性があると

いうことですね。 
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８．バックキャスティング手法と SDGs コンパス 

それから、これも SDGs のポイントということで紹介される要素ですが、バックキャステ

ィングとよばれるものです。フォアキャスティングとバックキャスティングという二つの

考え方があって、フォアキャスティングというのは現在を起点にして将来を予測していく

こと、今はこうだから次にこうなっていくよね、という考え方です。それに対してバック

キャスティングというのは、より積極的な未来を起点にして「いま何をすべきか」という

視点で振り返りながら考えていくという方法ですね。ですので、SDGs というのは 2030 年

にどうなりたいかという、あるべき理想の形を描きながら進めていくということですね。

そういう考え方をしないと新しい創造的な行動というのはできないということです。 

フォアキャスティングの考え方だと、どうしても現状を是認するような、これができな

いのはこういう理由でという言い訳を中心にしてしまいがちだということです。ある意味

で、バックキャスティングというのは前向きな取り組みを促す経営手法の一つでもあるの

だと思います。 

ではその SDGs をバックキャスティングの考え方を、具体的な企業の活動に取り入れてい

くにはどうしたらよいか、ということで「SDGs コンパス」というツールが提供されていま

す。つまり、SDGs を企業に受け入れていく、浸透させてゆく順番です。まず SDGs を理解

するために勉強する。その勉強した中で、自分の会社にもできそうな優先的な課題を選び

出し、会社の中でプロジェクトチームを作って実践可能な体制を整える。そのうえで具体

的な目標設定し、設定された目標を経営の具体的な活動のところに取り入れてゆく。さら

それが上手く達成されたかどうかを数値目標化して、それをもとに報告とコミュニケーシ
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ョンを行う。それを何度も繰り返していくというのが SDGs コンパスという方法論です。 

こういうバックキャスティングの未来を想定するという考え方や SDGs コンパスって何

かに似ているなと思うと、仏教でいうところの四諦八正道の四諦（苦諦・集諦・滅諦・道

諦）の教えです。まず私たちの間に苦しみがあるということ（苦諦）を認識して、その苦

しみの原因を探ります（集諦）。その苦しみの原因をありありと見つめる中で、それがない

状態、つまり苦しみが取り除かれた理想的なあり様を思い浮かべて（滅諦）、その上でそれ

を達成するための具体的な実践方法を考える（道諦＝八正道）。SDGs でいえば、現実世界

の社会問題とその原因を分析した上で、2030 年に目指すべき理想を想い描いて、それを達

成するための具体的な方法として方法があるよね、という手順です。先ほども申した縁起

の考え方ではありませんが、いろいろな問題は結びついている視野も含めて、仏教的な思

考法と重なる部分はあるかなと思います。 

 

９．持続可能な開発のための教育 

それからもう一点。教育現場と SDGs の関連ということで「ESD」というのがあります。

これはエデュケーションの E ですね。 

 

ESD すなわち「持続可能な開発のための教育」ということで、これを学校で、教育現場

でやっていきましょう、という方針です。実際に小学校・中学校・高校の学習指導要領の

中に組み込まれています。直接的な該当科目はないので「総合的な学習」などの枠組みで

行われていますが、いま学校へ行って「SDGs について知っている人は？」と問いかけたら、

間違いなく半分以上の生徒の手が上がると思います。これはつまり将来的な檀信徒、まだ

今は 10 代かもしれませんが、いずれは信者になる可能性のある方々が当たり前に SDGs を

学んでいるということです。彼らの常識を私たちがまったく学んでいなかったら、将来的
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に意識にズレが起きてしまう可能性もあります。社会的な意味での善いことのイメージを

SDGs が形作っているということですから、その点も認識しておくことが重要です。 

 

SDGs への評価と宗教の社会貢献活動 

１．SDGs に対する疑問や批判 

今までのところは、SDGs の良い点についてお話をしました。これに対してわれわれの研

究班には年代の違う先輩方もおられるので、いろいろと意見交換をする中で、SDGs への疑

問点もあるのではないかという話題になりました。一般的な出版物には、SDGs への批判的

なものはあまり多くないのですが、例えば去年の新書大賞にも選ばれていた斎藤幸平先生

の『人新世の「資本論」』という本があります。この本では SDGs について、結局それは資

本主義だろうということで「グリーンウォッシュ」であったり、「SDGs 的なものはアヘン

みたいなもの」であったり、けっこう手厳しい批判がなされております。 

そ の 他 、 宗 教 系 新 聞 の 中 で は 文 化 時 報 紙 に 「 SDGs に 欠 け る も の 」

（https://note.com/bunkajiho/n/ncd64aa23773e）という社説があり、「誰一人取り残さな

いことを誓う SDGs は、仏教精神に極めて近く、積極的に推進している教団もある。社会に

おける宗教の存在感を高めるという点では大変意義のあることだが、必ずしも〝錦の御旗

〟ではない」と述べ、世界宗教者平和会議（WCRP）による「アジェンダ 2030」

（https://www.wcrp.or.jp/information/wj%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%8

3%80%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%93%EF%BC%90/）を紹介しています。要するに、宗教教

団が無警戒に SDGs に飛びついたら危ないのではないかという警鐘を鳴らしているわけで

すが、ここで引用している「アジェンダ 2030」では「SDGs は万能な特効薬ではなく、最低

限の国際ルールであることを認識しておく必要がある」との指摘があります。例えば、SDGs

の 16 番目の目標は平和に関するものですが、全般的にはやや消極的な内容です。具体的に

は核兵器や軍事の問題について明確な反対が明言されてないのですね。ほかにも労働搾取

の問題への言及が少なかったり、信教の自由などについてもあまりサポートがなかったり

する。そのような点について、宗教者としてはやや不満が残るところです。 

要するにこれは国連でさまざまな国の間での合意をとるために、最大公約数的な合意条

件を選んでいるからということでしょう。他にも LGBT の問題などについて直接的な文言が

入りにくいのは、それぞれの国の事情があって、それに合意できない文化的な歴史的な背

景があったりする。結局、個別の問題一つに合意できないと、場合によっては SDGs 全体に

ついて合意できないということになってしまう。そういう調整がある中で、内容や文言が

選ばれているということなのだと思います。 

他にも、私たちの研究プロジェクトの中の意見交換として出てきたものですが、結局SDGs

って経済成長主義の延命策でしかないか、だから企業がこれに飛びついているのだと。先

ほどの ESD 投資や SDGs 銘柄とよばれるような投資に関するこことは、要するにビジネス

https://note.com/bunkajiho/n/ncd64aa23773e
https://note.com/bunkajiho/n/ncd64aa23773e
https://note.com/bunkajiho/n/ncd64aa23773e
https://www.wcrp.or.jp/information/wj%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%80%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%93%EF%BC%90/
https://www.wcrp.or.jp/information/wj%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%83%80%EF%BC%92%EF%BC%90%EF%BC%93%EF%BC%90/
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ということですよね、と。つまりは人間のあくなき欲望を実現、経済開発による富の増大

という方向を目指すということではないか。そして、SDGs が消費行動とか経済活動を進め

るための免罪符的な役割を担っている。たとえば SDGs という看板を掲げておけば何をやっ

てもいいみたいな、そういうふうになっていないかという指摘ですね。 

このような指摘自体は SDGs 側もある程度認識しているというところもあって、「SDGs

ウォッシュ」「グリーンウィッシュ」とよばれる SDGs の看板を掲げただけの「なんちゃっ

て SDGs」にならないように、という警鐘がなされています。要するに、SDGs バッジつけ

て「やってるぜっ」と見せかけて、それでおしまい、実際は中身はやってない、まったく

問題解決になっていない、数値に表われるような努力をしていないというようなことです

ね。SDGs バッジを着けながらペットボトルの水を飲むというのもそうですし、本末転倒み

たいなことがよくあるということです。気候変動の問題などは、温暖化の原因については

諸説あって、一枚岩になるのは困難であると思います。そのような中で SDGs を進めていく

のは簡単なことではないと思います。一方で、やはり SDGs が問題提起している環境、倫理、

教育、人権福祉の領域は、宗教団体としては少しずつ進めていかなければならないと思い

ます。 

 

２．宗教の公益活動とその可能性 

また宗教の社会貢献活動とか公共機能、すなわちお寺の社会活動の背景を簡単に振り返

ってみますと、皆さんもご存じの通り、オウム真理教の事件によって宗教団体に対して厳

しい目が向けられるようになりました。この辺のことは大谷栄一先生の『ともに生きる仏

教』（ちくま文庫、2019 年）で要領よくまとめられております。 
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1995 年にオウム事件をきっかけにして宗教法人法のチェック体制が強化されて宗教法人

のあり方に関する問題提起がなされ、2000 年頃にはその宗教団体を含めて、広く公益法人

制度の改革が行われて、その中で宗教法人の公益性、つまりなぜ課税の優遇があるのかと

いったことが審議されるようになっていきます。また 1998 年以降、社会福祉基礎構造の改

革ということで、社会福祉の分権化や民営化が成されていき、さらに政府による「新しい

公共」が提唱される中で、市民団体、地域、企業、政府が共同してやっていきましょうと

いう小さな政府志向の流れになってゆき、そのような中で東日本大震災の惨禍が起こって

きた。被災地支援については、宗教者にある活動がある程度ポジティブに評価された部分

があります。また、宗教の社会貢献研究のなかでは「ソーシャルキャピタル（社会関係資

本）」という、地域の中での信頼感を評価する概念として登場するようになりました。めま

ぐるしく宗教と社会をめぐる状況が変化するなかで、宗教の社会貢献とはどういうことか

ということで研究や議論が深まってゆきます。ここでは宗教社会学者である稲場圭信先生

（『利他主義と宗教』2011 年）、島薗進先生（『宗教と公共空間』2014 年）、それから先ほど

も取り上げた大谷栄一先生による分類を挙げておきますので、参考にしていただければと

思います。 
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各教団における SDGs の取り組みと教義的な位置付け」 

 

１．全日本仏教会の取り組み 

まず全日本仏教会では、2018 年の第 29 回ＷＦＢ世界仏教徒会議における東京宣言「慈悲

の行動―生死の中に見出す希望」の中で、「私たちは、国連の持続可能な開発目標（SDGs）

の実現を支援します」と宣言しています。いわば全日本仏教会によって SDGs が公認された

形になっていて、以後の既成仏教教団による SDGs 導入の先駆けになったと考えられます。 
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全日本仏教会の取り組みとしては、ペットボトルの使用をやめる、ペーパーレス化で会

議資料に紙を使わない、それから各種審議会における女性委員の積極的な登用といったも

のです。その他にも LGBTQ ステッカーということで、お寺で LGBTQ のセクシュアルマイ

ノリティーの方々の支援をするために、LGBTQ ステッカーを貼りましょうといった啓発活

動も推進しています。 

このように全日本仏教会自体も SDGs を実践するわけですが、加盟団体である仏教各宗派

がどのくらい SDGs に関わる事業をやっているのかという点についても情報収集を行って

います。 

 

２．浄土宗の取り組み 

たとえば浄土宗としては、宗務庁に太陽光パネルがあるとか、それから LGBT にかかわる

シンポジウムをやっているとかそういった内容です。宗教団体として実績があるのはやは

り 1 番から 5 番ぐらいまでの貧困支援の部分でしょう。一方、気候変動・海資源・陸資源

とか、そのあたりについては具体的な活動があまりないというのが実情だと思います。 

 

3．曹洞宗の取り組み 

次に曹洞宗では、教団パンフレットとして「SOTOZEN×SDGs」を作成するなど、既成仏

教教団のなかでもっとも SDGs への取り組みが先進的です。パンフレットの中では、曹洞宗

の 1991 年から 30 年にわたって教団スローガンとなっていた「人権・平和・環境」と、SDGs

の「だれ一人取り残さない世界」の実現とが結び付くことが強調されています。 
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また、SDGs の理念はお釈迦様そして道元禅師・瑩山禅師にも継承されてゆく「大地有情

同時成道」の教えであり、仏教が理想とする仏・菩薩のまなざしに照らされた世界は、ま

さに SDGs が目指す方向性に重なっているといいます。さらに曹洞宗の教えとの関係につい

ては、食べ物や水を大切にいただき、人はどう生きるべきかを問う「禅の信仰実践」であ

るとの位置がなされています。 
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さらに「令和三年度布教教化方針」の中でも「菩薩行の実践としての SDGs の取り組みを

推進することといたします」と述べられていて、SDGs への取り組みを推奨するなど内外両

面において教化の柱とされています。 

 

４．日蓮宗の取り組み 

次に日蓮宗では「世界を変えるキャッチコピー大賞」を企画し、宗として SDGs を応援し

ながら、日蓮聖人の御言葉を世に発信するという試みが行われています。これは誰もが平

等であり幸せであるべきと説いた『法華経』の教えと、SDGs の目的は一致するとの考えか

ら企画されたもので、SDGs の 17 の目標に相応する日蓮遺文（日蓮聖人の教え）の選定が、

日蓮宗現代宗教研究の協力のもと行われ、その後、キャッチコピーとしての投票が実施さ

れたようです。 
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このような企画の背景には、『法華経』の教えを中心として国家も国民も安泰となるとい

った現実社会の浄土化を推進する日蓮教学と、社会的な変革を通じてより良い世界を構築

してゆこうとする SDGs の理念の方向性がおおよそ合致するという教学的な相性のよさと

いう点もあるようです。 

それから日蓮宗系の本門仏立宗という宗派に属する京都佛立ミュージアムでは、「SDGs

と仏教展―アフターコロナ 2030 への羅針」（2020 年 12 月 18 日～2021 年 5 月 23 日）の展

覧会が開催されています。その展覧会冊子『SDGs と仏教展―アフターコロナ 2030 への羅

針』（2021 年）によれば、SDGs と仏教の親和性が下記のようにまとめられています。①普

遍的…四弘誓願（度・断・知・成）、②不可分…縁起、③変革的…一天四海皆帰妙法、浄仏

国土、④人間の尊厳と平等…不軽菩薩は所見の人に於て仏身を見る、⑤豊かで満たされた

生活…少欲知足 ⑥パートナーシップ…異体同心。 

 

５．浄土真宗（本願寺派）の取り組み 

次に浄土真宗本願寺派の HP では「親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年慶讃法要」の

付帯事項として、「具体的な社会実践として」の項目があって、このなかに「SDGs の基本

理念は〈誰一人取り残さない〉ということであり、〈十方衆生を救うという阿弥陀仏の大悲

の教え〉と親和性があります」との文言があります。つまり、SDGs の「誰一人取り残さな

い≒十方衆生を救うという阿弥陀仏の大悲の教え」と位置付けていることになります。 
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本願寺派の宗門系大学である龍谷大学 HP では「SDGs 達成に向けた龍谷大学独自のエコ

システム」として、SDGs と仏教の精神を結び付けた「仏教 SDGs」で持続可能な社会の実

現を推進するという理念を前面に打ち出して、大学、学生、地方自治体・企業が相互連携

するという具体的な企画が図示されています。ここでも SDGs の理念として「誰一人取り残

さない」が取り上げられ、浄土真宗の精神である阿弥陀仏のはたらき「摂取不捨」と結び

付けられています。 

 

 

また、浄土真宗本願寺派に属する築地本願寺では 2020 年より SDGs プロジェクトチーム

を立ち上げてさまざまな活動に取り組んでいます。チームの一員である西永亜紀子氏は「仏
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教×SDGs―お寺が取り組む SDGs」（『築地本願寺新報』2020 年 8 月号）のなかで、SDGs

の「誰一人取り残さない」という理念と仏教の教えには親和性があることに気づいたと述

べ、「少欲知足」「縁起」「自利利他円満」といった要素が強調されています。 

 

６．まとめ 

ここで論点を整理すると、各教団の教えと SDGs の関係性ですが、通仏教としては「縁起」

や「少欲知足」の教えを挙げるケースが多く、曹洞宗や日蓮宗、本門仏立宗などの菩薩道

の実践を推奨する宗派では、菩薩としての利他実践あるいは禅の実践などそういったとこ

ろに結び付けられます。それに対して浄土宗や浄土真宗などの浄土教系としては、大悲と

か摂取不捨というのが「誰一人取り残さない」という理念に結び付けられやすいようです。

大まかにまとめると次の通りです。 

Ａ通仏教系「縁起、小欲知足」…全日仏、築地本願寺 

Ｂ菩薩道系「利他、禅の実践」…曹洞宗、日蓮宗 

Ｃ浄土教系「大悲、摂取不捨」…本願寺派、龍谷大学 

 

浄土宗における SDGs の教義的な位置付け 

１．「誰一人取り残さない」は「摂取不捨」とイコールか 

ここまで見てきたように、ＳＤＧｓの旗印ともされる「誰一人取り残さない」は各教団

が標榜する宗教的理念とも馴染みがよく、実際にこのフレーズを媒介として各教団の事業

がＳＤＧｓの文脈に結び付けられていることがわかります。それでは、浄土宗の場合も、

Ｃ浄土教系のスタンスと同様に、「摂取不捨」の教えと結びつけてよいのでしょうか。実は

浄土宗の立場はこの点について悩ましい点があります。教義的には浄土門という立場を取

りますので、利他とか禅の実践のような大乗菩薩の実践は非常に推奨しにくいという課題

があります。その点については後ほどお話をいたします。 

私たちの研究班ではさまざまに議論を重ねたうえで、多くの教団が取り上げている「誰

一人取り残さない」という SDGs の理念の受け取り方について検討することになりました。

具体的には「誰一人取り残さない＝摂取不捨」という解釈法について疑問を呈して、以下

の点から慎重になるべきであるという意見にまとまりました。 

 

２．凡夫は「救済する立場」に立てるのか 

第一点目として、「摂取不捨」という浄土系特有の教義理念との関係です。ご存知のとお

り、浄土宗は本尊である阿弥陀仏が「あらゆる衆生を取り残すことなく念仏往生させる」

という摂取不捨の教えを標榜しています。この教えが SDGs の「誰一人取り残さない」とい

う理念と構造的に似ていると言われるわけですが、これはよくよく考えてみますと、教義

の上で救い取る主体者はあくまで阿弥陀仏であり、私たちの側ではないということに留意
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しなければなりません。つまり宗教的な救いを成し遂げようと思えば、「阿弥陀仏の大慈悲」

でしか叶えられないというのが大原則となっていて、私たち凡夫が主体者となったところ

で摂取不捨を実現できるわけではないのです。つまりは、摂取不捨の主語を、安易に私た

ちの側に割り振ってしまうような考え方には注意すべきであるという論点です。 

 

３．凡夫による社会貢献の是非 

第二点目として、宗祖である法然上人の思想には仏教を「聖道門（自力の諸行）」と「浄

土門（他力の念仏行）」に分別して、その上で浄土門の教えを選び取るという枠組みがあり

ます。各教団における SDGs の位置付けの仕方という点からよくわかるように、聖道門の実

践すなわち菩薩行（自力）は SDGs の社会貢献活動と理念的な相性がとてもよいので、浄土

系以外の宗派（曹洞宗、日蓮宗）では大乗菩薩の利他行・慈悲行との親和性が強調される

傾向にあります。一方、浄土門の立場では、凡夫がそのような菩薩行を自力で完遂するこ

とは難しいという面から、聖道門的な実践を推奨することに抑制的な側面があって、ここ

に「凡夫による社会実践の是非」をどうするかという論点が生まれてきます。 

では、社会貢献活動を教義的にはどのように位置づけてきたのでしょうか。かつて「社

会事業宗」と呼ばれた浄土宗の場合には、幸いなことに半世紀以上にわたって社会事業や

社会福祉とよばれる領域のなかで教義と実践をめぐる議論の積み上げがなされてきており

ます。詳しくは長谷川匡俊先生による『念仏者の福祉思想と実践』（2011 年）、『仏教福祉の

考察と未来』（2021 年）などをご覧いただければと思います。 

浄土宗総合研究所編『浄土宗の教えと福祉実践』（ノンブル社、2012 年）に収録される曽

根宣雄氏の「法然の教説と福祉思想」では、法然の教えにもとづき、揺るぎない念仏行の

信仰・実践を支柱としながら、できる範囲で社会実践を心がけて行うべきと指摘しており、

自身の至らなさを深く見つめて大仰な目標に踊らされることなく利他行・慈悲行をなすべ

きことが推奨されています。 
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４．凡夫の小さな慈悲実践 

浄土宗僧侶が利他行・慈悲行を行う根拠としては、僧侶としての資格を得る伝宗伝戒道

場において「円頓戒」が伝授されていることも重要だと考えられます。円頓戒は三聚浄戒

（①摂律儀戒、②摂善法戒、③摂衆生戒）によって組織されていて、その典拠となる『菩

薩瓔珞経』では③摂衆生戒として、慈・悲・喜・捨によって一切衆生を安楽にする利他行

が説かれています。このように円頓戒は仏法の通規となる教えであり、いわば諸行（諸善

根）をなす際のガイドラインと言ってよいものです。 

 

 

 

また、羅什訳『大智度論』では慈悲について、①無縁、②法縁、③衆生縁の三種の慈悲

が説かれています（大正蔵 25、350 頁中）。簡単に説明しますと、①無縁とは仏が畢竟空を

修行して起こす無条件の慈悲であり、②法縁とは菩薩による仏法にもとづく慈悲であり、

③衆生縁とは凡夫が衆生に対して起こす慈悲とされています。浄土宗の人間観にもとづい

て考えた場合に、凡夫が行う慈悲の実践は①②よりも、やはり③がふさわしく、それはま

さに「凡夫が凡夫に寄り添う」姿勢であるということができます。 

このように教義的な側面からみても、「誰一人取り残さない」と「摂取不捨」を安易に結

び付けて仏教的な行動指針とすることには注意を要するのです。 

ここまで見てきたように、いくつかの懸念点はありますが、それでも SDGs を教団の活動

に取り入れることは重大な意義があると考えられます。その理由は、SDGs は人間社会が存

続するための社会的課題を選りすぐって作られたもので、国際的にも信頼性の高い内容で

あるため、民間企業だけでなく、宗教法人においても有用と考えられるからです。現在、

宗教法人の公益性や社会貢献が問われておりますが、その貢献度に関する指標や基準が今

後は SDGs に准ずるものとなってゆく可能性もあります。 
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５．浄土宗 21 世紀劈頭宣言と SDGs 

 

 

浄土宗の教団スローガンともいえる浄土宗 21 世紀劈頭宣言「愚者の自覚を 家庭にみ仏

の光を 社会に慈しみを 世界に共生を」（2001 年元旦よりスタート）には、宗教教団が社会

の一員として果たすべき使命が掲げられています。実は劈頭宣言と SDGs の掲げる目標とを

比べてみると、平和、環境、倫理、教育、人権福祉など重なる点が多くあって、その理念

を具現化する方法論として、たとえば今日お話しした SDGs コンパス、バックキャスティン

グ思考、数値指標化などの具体的な手法について、SDGs から学べる点は少なくないと考え

られます。 

それに加えて、地球規模の気候変動や LGBTQ、ジェンダー平等など近年、浮上してきた

さまざまな社会的課題を確認する際にも SDGs を参照することはとても有用だと考えられ

ます。たとえば、劈頭宣言の文章にある「家庭」の一語をとってみても、この 20 年間で少

子化や同性婚、パートナーシップ制度、選択的夫婦別姓の問題など、地殻変動といっても

よいほど大きな社会的な変化が起こっていることは皆さんご存知のことだと思います。「家

庭」という言葉の意味を新しい世代の方々がどのように捉えているかということも考え直

さなければなりません。このように言葉の鮮度を高めて、内容面をブラッシュアップする

のに SDGs の活用は役立つことになると考えられます。 

ここで SDGs の 17 の目標を内容別に分類し 5P（①People②Prosperity③Planet④Peace⑤

Partnership）と劈頭宣言の各文言を結びつけて作成した私案を示しておきたいと思います。 
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６．諸宗教のゆるやかな連帯を求めて 

さらに SDGs が教団に提起する論点として重要なポイントは、「⒘パートナーシップで目

標を達成しよう」でしょう。これによって、教団や宗教の違いを超えたパートナーシップ、

つまりは共通目標を達成するために協同の輪を構築してゆくことが期待されます。先ほど

お話ししたように、各教団の教義解釈や教団スローガンのように、それぞれの個性に準じ

た社会実践の位置付けがあるわけですが、一方で「宗義」とは基本的に自宗の優位性を説

くことが目的にありますので、どうしても他教団に対して排他的な側面があることは否め

ません。 

浄土宗の立場からすれば、社会貢献活動となる念仏以外の諸行が「念仏の助業」である

ことは教義的に見て間違いはないのですが、そのような受け止め方は、たとえば社会貢献

活動を菩薩行の一環として位置付ける教団からすればやや消極的な姿勢での取り組みと映

るかもしれません。それでは一緒に協働しようという時に何かしらの支障がでるかもしれ

ません。 

これについては、たとえば「慈悲」の理念を共通基盤とすれば、仏教系諸宗派はいずれ

も「慈悲」という概念を重要視しておりますし、キリスト教やイスラム教などの他宗教に

おいても類似概念が説かれているため、各教団の特色を活かしつつ、ゆるやかな連帯を結

ぶことも可能なのではないかと思われます。浄土宗の場合は大乗仏教の精神（円頓戒の摂

衆生戒など）と愚者の自覚という教義をふまえた「凡夫の慈悲実践」というイメージで参

画することができます。一方、曹洞宗や日蓮宗としては「菩薩の慈悲実践」という位置づ

けとなり、主語を仏とするか、菩薩とするか、凡夫とするかで多少のスケール感の違いは



 29 / 29 

 

出てきますが、大乗仏教としての精神は相似形であり、同じ方向性（ベクトル）を向いて

活動、同じ土俵を共有するなかで活動することが可能でしょう。 

以上のように、SDGs というのは多様な側面を持っているのであって、宗教教団にとって

は長所も、短所も、両面が存在するということだと思います。その両面を知った上でお付

き合いをしてゆくことが大事だと考えます。 


